
の
坐
嘉
必
宝
記
事
琴
の
必
需
必
章
肌
委
取
琴
愈
弐
丙
尖
丙
坐

第
弧
回
医
学
史
研
究
会

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
四
年
秋
季
合
同
総
会

と
き
一
九
九
四
年
十
一
月
一
九
日
（
土
）
～
二
十
日
目
）

と
こ
ろ
大
阪
府
保
険
医
協
会
（
大
阪
市
浪
速
区
幸
町
一
’
二
’
三
三
）

１
．
要
望
課
題
恥
病
院
問
題
を
め
ぐ
っ
て
司
会
小
松
良
夫

問
題
提
起
・
…
…
・
…
…
：
…
・
…
・
…
小
松
良
夫
（
寝
屋
川
市
）

統
計
か
ら
み
た
日
本
の
病
院
：
：
・
・
水
野
洋
（
大
阪
市
）

ア
メ
リ
カ
の
小
説
に
あ
ら
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
病
院
の
問
題

…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
松
田
方
一
（
奈
良
市
）

わ
が
国
に
お
け
る
医
療
抑
制
政
策
の
展
開
と
老
人
医
療

：
…
：
…
…
…
・
・
…
：
…
…
…
…
・
神
谷
昭
典
（
愛
知
県
）

看
護
面
か
ら
み
た
病
院
。
：
…
…
：
・
大
山
正
夫
（
国
民
医
探
研
究
所
）

民
間
病
院
で
の
在
宅
医
療
の
取
り
く
み

…
…
…
…
：
…
…
：
…
：
…
…
…
岡
谷
銅
（
奈
良
市
）

結
核
病
棟
を
有
す
る
民
間
病
院
の
問
題
点

：
：
：
．
．
：
．
：
…
…
・
…
…
・
・
：
…
…
島
田
永
和
（
羽
曳
野
市
）

明
治
維
新
時
に
お
け
る
日
本
の
病
院
’
㈹
㈹
仙
幽
と
の
比
較
の
な
か

で
…
・
・
・
・
…
：
：
．
：
：
：
：
。
…
…
…
上
林
茂
暢
（
み
さ
と
健
和
病
院
）

病
院
の
意
味
．
．
…
：
…
…
…
…
…
：
中
川
米
造
（
大
阪
国
際
女
子
大
）

一
消
息
一

Ⅱ
．
一
般
演
題

一
、
大
戦
の
イ
ン
パ
ク
ト
上
笹
湧
例
！
：
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

二
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
神
殿
の
諸
相
ｌ
ギ
リ
シ
ャ
の
島
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ウ
ス
、
ア

テ
ネ
そ
し
て
ベ
ル
ガ
マ
（
ト
ル
コ
）
ｌ

…
・
…
…
：
：
．
…
：
：
。
：
。
…
…
…
…
・
石
田
純
郎
（
新
見
女
子
短
大
）

三
、
山
本
亡
羊
門
人
帳
に
み
ら
れ
る
越
中
人
に
つ
い
て

：
：
…
…
…
…
…
…
・
・
：
：
：
：
・
・
・
：
：
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

四
、
適
塾
門
人
生
田
中
信
吾
の
頌
徳
碑
に
つ
い
て

・
・
…
：
：
…
…
・
…
…
：
：
：
…
：
…
…
赤
祖
父
一
知
（
金
沢
大
・
医
）

五
、
洪
庵
婦
人
・
緒
方
八
重
の
終
焉
の
地
を
め
ぐ
っ
て

：
…
：
…
：
：
…
．
：
…
…
…
・
…
…
…
古
西
義
磨
（
大
阪
市
立
旭
図
書
館
）

六
、
明
治
二
十
六
年
発
行
の
鍼
灸
研
究
誌
の
目
次
集

…
…
…
…
…
…
：
：
：
．
：
．
：
：
：
。
：
・
・
佐
藤
允
夫
（
山
形
県
）

七
、
絵
葉
書
・
岡
山
医
学
専
門
学
校
に
つ
い
て
（
供
覧
）

：
…
…
…
：
…
：
…
。
：
…
…
、
：
。
：
：
．
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

や
す
よ
し

八
、
西
丸
昇
・
和
義
父
子
に
つ
い
て
…
…
江
川
義
雄
（
廿
日
市
市
）

九
、
明
治
初
期
の
京
都
に
お
け
る
性
病
対
策
ｌ
「
駆
徽
規
則
」
と
「
療
病
院

出
張
仮
駆
徽
院
」
Ｉ
・
・
・
：
：
：
：
：
：
小
野
尚
香
（
大
阪
大
・
医
）

己
、
赤
木
本
「
越
俎
弄
筆
」
と
漢
方
医
に
よ
る
「
平
次
郎
臓
図
』
（
？
）

模
写
図
…
…
…
…
・
・
…
．
：
・
・
・
：
：
中
山
沃
（
西
宮
市
）

二
、
か
す
が
い
膏
に
つ
い
て
。
…
：
…
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

三
、
【
．
勺
習
身
『
欧
州
に
お
け
る
精
神
病
者
ケ
ア
蝿
比
較
研
究
（
ベ
ル
リ

ン
、
一
九
○
八
）
に
つ
い
て
…
…
安
田
純
一
（
西
宮
市
）

三
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
解
剖
飾
り
だ
な
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…
…
…
・
…
・
・
…
・
…
・
・
ハ
ル
ム
・
ボ
イ
ケ
ル
ス
（
ラ
イ
デ
ン
大
・
医
）

西
、
鶴
崎
平
三
郎
と
須
磨
浦
療
病
院
…
…
小
松
良
夫
（
寝
屋
川
市
）

宝
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
碑
の
そ
の
後
、
及
び
阪
大
医
学
部
史
料
室

。
…
・
…
…
：
：
…
：
…
…
：
：
…
…
…
松
田
武
（
大
阪
大
・
医
）

（
長
門
谷
洋
論
）

一
例
会
抄
録
一

一
九
九
四
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ

タ
ペ
ス
ト
市
と
近
郊
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
（
信
二
肖
爵
一
ｇ
幣
冒
‐

己
①
言
①
耐
一
八
一
八
・
七
・
一
～
六
五
・
八
・
十
三
）
関
係
の
遺
跡
お
よ
び

手
沢
資
料
を
求
め
て
お
と
ず
れ
た
紀
行
を
紹
介
し
た
。

医
学
史
（
英
・
米
・
独
・
仏
・
日
）
文
献
に
億
．
闇
堅
三
弓
艀
ョ
目
①
言
①
厨

の
名
称
は
三
四
唱
幽
『
語
の
転
換
用
語
法
に
よ
る
。
ゼ
ン
メ
ル
ワ
ィ
ス
自

身
も
ド
イ
ツ
語
論
文
で
転
用
し
て
い
る
。
①
日
本
へ
の
伝
記
紹
介
で
死

亡
年
月
日
が
一
八
六
五
年
八
月
十
四
日
と
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
八
月

十
三
日
が
正
し
い
。
②
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
が
産
科
主
任
と
な
っ
た
聖
ル

カ
病
院
（
恩
言
い
尿
ｇ
鼠
Ｎ
）
は
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
病
院
と
呼
ば
れ
て
い

な
い
。
③
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
医
学
史
博
物
館
・
図
耆
館
お
の
ヨ
ョ
の
言
の
耐

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
遺
跡
を
訪
ね
て

術
ｂ
脚
ｆ
、

原

が
必

○
『
く
。
の
ａ
『
扇
。
＆
三
匡
瞬
曾
冒
ゞ
肉
胃
冒
国
く
肝
斥
急
国
『
）
は
一
九
六
五
年
ゼ

ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
彼
の
生
家
の
跡
に
、
ほ
ぼ

原
形
に
も
と
づ
い
た
復
原
を
行
な
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
十
六
世
紀
以
前

の
文
献
一
五
○
○
点
、
定
期
刊
行
物
は
十
八
世
紀
以
後
の
も
の
が
そ
ろ

っ
て
い
る
。
現
在
単
行
本
十
一
万
、
定
期
刊
行
物
二
万
、
論
文
一
万
、

文
言
資
料
抜
刷
等
一
万
が
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

展
示
部
門
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
に
及
ぶ
が
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
記

念
室
が
あ
り
、
一
～
九
ケ
ー
ス
に
、
そ
の
遺
品
、
一
族
関
係
の
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
遺
骨
は
郊
外
の
穴
①
『
ｇ
の
囚
墓
地
か
ら
発
掘
さ

れ
、
現
在
は
こ
の
博
物
館
内
中
庭
の
壁
の
中
に
収
め
ら
れ
祀
ら
れ
て
い

つ
（
》
○

そ
の
他
の
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
関
係
の
遺
跡
と
し
て
は
、
一
九
六
九
年

創
立
二
百
年
を
記
念
し
て
ブ
タ
ペ
ス
ト
医
科
大
学
が
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス

医
科
大
学
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
市
内
に
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
通
り

あ
の
日
日
の
言
の
扇
ぐ
扁
巴
が
あ
り
、
聖
ル
カ
病
院
は
現
存
し
、
そ
の
正
門

正
面
に
一
九
○
六
年
九
月
三
十
日
世
界
中
の
募
金
に
よ
る
大
理
石
の
ゼ

ン
メ
ル
ワ
イ
ス
彫
像
が
あ
る
。

王
城
内
に
は
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
記
念
金
の
鷲
薬
局
博
物
館
が
あ
る
。

そ
の
中
央
外
壁
に
赤
子
を
抱
く
女
性
像
が
象
徴
的
で
あ
る
。

聖
ル
カ
病
院
の
入
口
廊
下
に
は
彼
が
こ
こ
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
を

記
念
す
る
巨
大
な
銅
牌
が
二
個
飾
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
助
産
術
に
お
い
て
、
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
式
の
手
洗
方
式
が
日

本
に
定
着
し
て
ゆ
く
の
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
年
頃
か
ら
で
山
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